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５月２８日（土）午後２時から平成２８年度第１２回総会が開催されました。 

来賓に髙山松太郎伊勢原市長、宮川進伊勢原市社会福祉協議会会長、市民生活部長を始め、各担当課

長さんをお迎えしご祝辞をいただきました。渡辺紀之県議会議員からは祝文をお届けいただき心から感謝を

申し上げます。総会は会員数77名、出席数42名、委任状35名で成立し、若林紘一議長の進行で議案第

１号から議案３号まで審議を行い、皆様方のご協力で全ての議事が進行され承認されました。 

 

今年度の基本方針としては、２０１５年１２月に県指定ＮＰＯ法人を取

得し更に地域福祉を考える会の活動・事業に対し責任を感じる次第で

す。今年度は認定ＮＰＯ法人を目指して質量ともにより高いレベルの

NPO活動をすすめていきたいと思います。 

 世界に類をみない速さで高齢化が進む我が国。２０２５年には国民の

４人に一人が６５歳以上という社会を迎えることが予測され、今では時代

に即した新たな介護保険制度の改正等も現実化してまいりました。 

 又、虐待・ネグレクト・学習障害・ひきこもり・青少年犯罪の低年齢化

等々少子化に伴って派生する様々な社会問題が増加の一途をたどっ

ています。さらに、格差拡大による高齢者の貧困や子どもの貧困・教育

の格差などの社会問題が顕著になっています。 

 地域福祉を考える会は、これらの社会問題に真摯に向き合い、社会

的ニーズに応え、地域福祉の水準向上のために、手を携えてまいりた

いと思います。「（精神的に）ひとりぽっちに寄り添って」を合言葉に、相

互に支え合う福祉のまちをめざしてすすめてまいります。会員の皆

様のご協力よろしくお願いします。 

 

宮川進社協会長 

髙山松太郎市長 

県指定特定非営利活動法人 地域福祉を考える会 
Society of Study for Community Welfare（略称ＳＳＣＷ） 
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平成28年度（第12回）総会報告 
 

宮森孝史理事長  
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高齢者や障害者の方々が地域で安心して豊かに生活ができるよう財産管理及び身上監護等の成年後

見業務の充実と地域の頼りになる（信頼される）後見活動を進めてまいります。後見活動事業が始ま

り早１０年目を迎えます。２８年度から後見人として新しく５名の仲間が増え、これからがますま

すこの制度の重要性が問われてきております。 

まだまだ周知が行き届いておりません。わたしたち部員は市内の施設・ミニサロンの場所にお声が

あれば伺い説明をいたします。お電話でも対応いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成年後見部会 

成年後見制度とは何？・・・・疑問に答えます   

「皆様の地域に説明に伺います」 

 

３月３０日 あかね台ミニサロン 

ご相談希望の場合はお気軽にお電話ください。 

電話：0463-95-6665 （成年後見部会）  

時間：10時00分～16時30分 

６月１３日 小規模多機能型居宅介護 絆  

平成28年度役員紹介 

                   （任期：平成28年6月8日～平成30年6月7日） 
 

理事 宮森孝史（理事長）  勝田俊一（副）  船橋晴（副）  中台和子（副） 

大脇岩根  岩﨑 勲  島津 淳  神山幸子  中 園子  金子みどり  安武敬子 

永井武義  福井義幸  鵜飼恒雄  萩原鉄也  中込英子  永田信子   端山 清 

監事 石川晴美  吉田春代 

 

これからよろしくお願いいたします。 

※ 役員としてこれまで務めていただきました理事 本田一夫様、監事の小澤和博様、加藤千恵子様に

は長い間、会の発展にご尽力いただきました事、心より感謝申し上げます。 

後見制度についての説明に伺いました 
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我が国は今後ますます長寿化が進み、介護率が高くなる75歳以上の高齢者が大幅に増えると

同時に急速な少子化が進み、労働人口は減少し、特に福祉分野における働き手を確保することが

困難になると予測されている。 

このことから高齢者施策では、2025年を目途に、住み慣れた地域で生活を継続できるよう、住

まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアーシス

テムへの移行を実現し、制度運営の合理化・適正化を目指している。その背景

には今後10年間（2015－2025年）で予測される顕著な変化は ①65歳以上人

口の伸びが262万人増（7.7％） ②75歳以上人口が532 万人増（32.3％） ③

65 歳以上人口の内、認知症高齢者が 274 万人増（64.3％） ④65 歳以上の内

単身高齢者が 244 万人増（39％）となるなど、団塊の世代が後期高齢者に到

達する大きな上り坂とされている。 

そのために実現させる高齢者の包括的なサービス提供体制を高齢者介護に限らず、障害者福祉・

子育て支援・生活困窮者等の全世代に拡大・発展させ、各制度が連携する中で、ワンストツプで

相談・支援が出来る地域に合つた互助、共助の取り組みも含めた新しい地域包括支援体制の確立

を目指し、国は「新しい時代に対応した福祉の提供ピジョン」の策定を急いでいる。 

その議論の中で、介護保険制度が改革される方向性は、①2018年までに、介護保険非対象の軽

度の要支援者を新たに創設された市町村が主管する 「日常生活支援総合事業」 に移管する  

②2017 年、訪問介護サービスの中の生活支援サービスを介護保険から外し、市町村総合事業に

移す。③2018年、要介護１・要介護２を介護保険非対象とし、総合事業に移管する ④2018年、

医療・介護の同時報酬改定により介護報酬の改定を行う 

⑤2020 年第 5 回目の介護保険制度改定により 2025 年を

見据えた大幅改定を行う等介護保険制度の全容は大きく

変わることが予測されている。 

                        

 

社会福祉法人ウェルエイジ理事長 

大脇岩根 （当会理事） 
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 28年度がスタートして早2ヶ月が過ぎました。4月上旬に各コミで新入生歓迎会をした時、照れな

がらも自己紹介をしていた1年生はコミでの生活にすっかり慣れ上級生とも仲良く遊ぶ姿が見られるよ

うになりなした。 

安心・安全を考慮した環境作りに心がけ、1年生から6年生までが一緒に過ごす集団の中でいろいろな

事を学び経験し社会性を培って成長する子ども達の姿を、保護者の皆さま地域の皆さまにご協力いただ

きながら支援員全員で見守っていきたいと思います。 

４児コミ代表 安武 敬子
 
 
 

  

児童コミュニティクラブだより 

2016年 第2回室井其角俳句

大会「フリー投句部門」 

第１次選考通過しました。 

外でお昼、気持ちがいいね 

お花見 大きなこいのぼりを 

一緒に全員で作りました 

桜の木の下に集合 

＞ 

写真撮って！ 

＞ みんな一緒 

 

桜きれいだね！ 

伊勢原２ 

伊勢原２ 伊勢原１ 
 

比々多２ 
伊勢原１ 

 
ミニこいのぼり完成 

 

お天気がいいので 

外でランチ 

比々多１ 

おいしいよ 

ジグソーパズル 

完成です！ 

3人で力を合わせました 

 

伊勢原２ 
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体験です 
輝（きらら）さんです！ 
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あ
た
り
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浴衣姿で 

＜コミのこれからの予定＞ 

運営委員会  

比々多地区 6月16日（木） 

18：30～20：00 

伊勢原地区 6月17日（金） 

18：30～20：00 

保護者会  

4児コミとも 7月1日（金） 

18：30～20：00 

誰が上手？ 

イカ・タコゲームです 

比々多１ 

比々多１ 

伊勢原１ 
 

伊勢原２ 

比々多２ 

伊勢原２ 

学校の振替休日の様子です。 

 伊勢原第1・第2 4月25日 

 比々多第1・第2 5月2日  

＜伊勢原第1＞ ＜伊勢原第2＞ 

＜比々多第1・比々多第2＞ 

＞ 

比々多２ 

楽
し
か
っ
た 

で
す
！  

比々多２ 

ありがとう！ 

比々多１ 

比々多２ 

決めポーズ 

太鼓同好会 輝（きらら） 
の皆さんです 

 

むずかしいねぇ 

合同で和太鼓の演奏を聴きました。 

＞ 

体育館をかりてゲームなどしました。 

＞ 
カエルを作って競争です。 

＞ 

支援員も一緒にカエル作り 

 

ボール送り 

パン食い競争頑張る

ッばる 

伊勢原１ 
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地域にはさまざまな環境の子どもたちが住んでいます。どの子どもたちも大切な存在です。 

私たちは、ご飯を食べることで大切な子どもたちの育ちを見守りたいと考えております。 

子どもも大人も、一人でも家族でも、誰でもが参加でき、みんなで楽しくご飯を食べるコミュニティー

であり、この食堂が皆様にとりまして安心して過ごせる場所になりますようにと開設しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 
 

夏バテをしてしまうとどうしてもさっぱりしたものばかり食べたくなってしまうもの。特

に子どもであれば冷たいアイスやジュース、ゼリーばかり欲しがってしまうものです。でも

これだけでは栄養が偏ってしまって心配ですよね。 

ただ、食べられない子どもにいきなりがっつりしたものを無理やり押し付けてしまうのも

無理があると思います。 

 食べやすくて栄養価の高いもの、ヨーグルトやバナナなども良いと思います。 

 野菜不足が気になるときには野菜スープはいかがでしょうか。 

 お子さんが食べられる野菜を何種類か細かく刻んでコンソメスープに 

してあげれば食べやすいと思います。 

どうしても暑い時には冷たいものを食べたくなりがちですが、夏バテ予防

や夏バテになってしまった時には逆に暖かいものを食べた方が、身体にあま

り負担がかからないので試してみてください。 

 

いせはら みらいクルリン     

場   所：だいろくコミュニティー広場 来るりん 
アサヒショッピングセンター内1階（伊勢原１－３－１０） 

開 催 日：月１回～２回 17：30～19：30 

料   金：おとな 300 円 こども 100 円 

開催予定日：6／23（木）、7／5（火）、7／21（木）、 

8／8（月）、8／25（木） 
 

🌺 野菜、お米、洗剤、金品等のご寄付を戴きながらの運営です 

🌺 当日のスタッフを募集しています。 

みなさまのご支援よろしくお願いします 連絡先 0463-95-6665 

090-3479-4810 

もしお子さんが夏バテになってしまったら？ 

まずは口にできるものから食べさせてあげるのが良いでしょう！ 
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神と酒 

「お神酒あがらぬ神はなし」といわれるように、神事に欠かせないのがお酒で

す。「狭名田（さなだ）の稲で天甜酒（あめのたむざけ）を醸（か）みて」（『日

本書紀』）というのが酒造りの初出と考えられます。甜酒は美酒の意ですが、

醸むはカモスの古語で、古代に米を噛んで造ったことから「噛酒」（かみざけ）

といわれます。酒造りの職人は「杜氏」ですが、昔は酒造りの担い手は女性で、

家事を司る女性を同じ読みで「刀自」といいました。 

 お米から造られるお酒はお供え物の中でも重要で、伊勢の神宮では境内域の酒殿で昔ながらに

醸造しています。お祭りにお供えしたお神酒をお下がりとして戴くことにより、神と人、人と人

を結びつける役割を果たしているのです。結婚式における三三九度の盃も夫婦を結ぶ役目となっ

ています。 

 大山阿夫利神社と比々多神社には、酒造神である酒解神（さかとけのかみ）がまつられていま

す。それぞれ 5 月と 11 月に酒祭が行われ、酒類関係者の商売繁盛、あるいは禁酒や酒難除等、祈

る側の都合も様々で面白いものです。 

 〝酒をおいしく呑むコツ〟として「一友、二燗、三肴、四女、五器、六が場所、船七、馬六、昼

九、夜八」と敬愛する先輩の書にあり、友が一番、二に酒の味、三はつまみ、四に女性がいれば

結構、五に器、六に場所と、なるほどの格言です。続いて、船中は粗相がなきよう七分目に注ぎ、

車中は容器の六分目、昼は九分でも良いが夜は八分なら失敗もないという諺めいたものです。何

ごとも程程ならば癒やされ、導きも得られるというものです。 

 

    

 

伊勢原市三ノ宮 1472 ☎0463-95-3237 

（２） 

比々多神社禰宜 永井武義 

（当会 理事） 

一
心
泣
き
相
撲 

比
々
多
場
所 

（
９
月
１
１
日
）
開
催
！ 
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第27回 

日時：6月30日（木） 

13:30～16:00 

場所：シティプラザ 

1階会議室 

内容：「友愛電話ボランティアとは」 

～高齢者、障害、子育て中の方との電話での 

対応について～ 

講師：友愛電話コーディネーター 

（参加無料） 

申込み・問い合わせ： 

 TEL 0463-94-9600 FAX 94-5990 

（伊勢原市社会福祉協議会） 

 

平成２７年度の寄付金総額は、1,301,680円でした。 

   ありがとうございました。 

平成28年度ご寄附者名簿（Ｈ２８．４月～Ｈ２８．５月分、敬称略） 

K・N 3,000円   N・N 5,000円  岩﨑勲 500円  

福井義行 1,500円 越地美江 6,000円 樋口啓子 6,000円  

匿名 1,000円   匿名 6,060円   S・H 3,000円  

                         合計 32,060円   

 

 

新事業を始めました。 

皆様のご支援ご協力

どうぞよろしくお願い

します。 

 

 

 
     （中台、櫻井） 

◆ 開催予定日： 

 火 火 木 火 木 火 

6月 7 14   28 30 

7月  12 14 19  26 

8月 2 9   18 23 

9月  13  20   

 

◆ 場 所：シティプラザ１階 

ふれあいホール 

◆ 時 間：午前１０時～１２時 

◆ 参加費：一組１００円 

★予約は不要・出入り自由です。どなたでも参加できます 

「子育てひろば きらきら」は、おしゃべりしたり、くつろいだり、情報交換したり、子育ての知恵

や経験を交流できます。初めてでも大丈夫！サポーターが人と人の橋渡しをしてくれます。 

 

◎ ６月３０日（木）おはなしばる～んさんが 

手遊び等をしに来てくれます。 

本年度も宮森孝史アドバイザーと一緒に読書を通

じて地域福祉がベースになる様々な社会動向につ

いて、みなさんとおしゃべりをしませんか 

第１回 ６月２５日（土）午後２時～４時 

場所： シティプラザ１階会議室 

内容：今年度の進め方 

    ミニ講演会  宮森孝史アドバイザ 
（東海大学教授・臨床心理士） 

第２回 ７月２３日（土）午後２時～４時 

場所：シティプラザ１階会議室 

内容：課題本読んでくる（６月に決めます） 

参加費：１回３００円 

参加自由です。皆様の参加お持ちしております。 

連絡先：９５－６６６５（事務所まで） 

未来セミナー（読書会） 未来セミナー（読書会） 

子育て中の 

お母さんたちへ

の友愛電話を 

始めました。 


